
I 

園

WILHELM KEMPFF 
-Ein Universalmusiker 
1954 HIROSHIMA Konzertmitschnitt 
Aufnahmen 1936-1964 ． 
Dietrich Fischer-Dieskau 

巨



ヴィルヘルム・ケンプといえば、 一般的に ここではディー トリヒ・フィソシャ ー＝ディ ー への呼ぴかけに答えてくれますように ！ てあるフーガのテーマをもとにしたJeltliなl!I/

クラシック音楽のピアニス トとして知 られて スカウが、コンラー ト・フェルディナン ト・ 共flif作で作1111部l"l'ftに輝いた。 この受nをき
いるが、ほぼすべての音楽ジャンルにおいて マイヤーの時による歌1111集から 41111選ぴ出 し 匿］ 「追想」 っかけに、ケ ンプは世界へ と羽ばたいていっ

作品を残した作1111家だったことを知 る人はご て歌 っている。ヽ I1111は作1Jli家の対!!(!的なふた (1970年ヴィルヘルム・ケ ンプ75;淡の涎生rtで た。 ピアニス ト、オルガニス トとして活躍す

く少ない。彼は 2曲の交熊IIIJをはじめ、数多 つの作風をよく 示すもので、く的人よ）Alieと の浙説より＿ 裂約） るなかで、彼は作tiltも続けていた。蔽初に祁

くの宗教的 ・憔俗的合11/',illl、合II/',つきのピア <J点の夜にて）In einer Stunnnachtでは幻想 古くから続くオルガニスト一族の家廷に生 き上げた 21111の交椰LILTのうち 21111目は、 1923

ノ協奏1111、ヴァイオリ ン協奏曲、室内楽11!1、 的 とさえ いえる宗教 的 な 世界が、く歌心） まれたケンプは、父糾の希望でオルガンの他 年にヴィルヘルム ・フル トヴェングラ ーの指

ピアノ 1111、そして3つのオペラ を作1111してい Liederseelenでは軽いタッチのロマンティッ にヴァイオ リンの手はどきも受けた。一族の 揮でラ イプツィヒ ・ゲヴァン トハウス1や弦楽

る。 また、数百1111におよぶ歌1111も祁いており、 クなI!!:界がそれぞれ広がっていく 。 才能を色浪く受け絹いだこともあり、跳盤楽 団によ って初油され、続いて舞台背楽を 41111 

器には類い まれな才能を発輝 したケンプ'i'i年 ,Famitie Cozzi< 〔くゴッツィ ー家〉1934年〕

だったが、ヴァ イオリ ンは 「相性が合わず」 ,Die Fastnacht von Rottweil< 〔（ロー l、ヴ

ケンプ自身の言葉から けた人類の視状を我々につきつけた、といえ やめてしま った。以体と精神が調和 した自然 ァイルの断食の夜}1937年）,Konig Midas< 

田 広島世界平和記念聖堂＇ のバイブオルガン除幕 ます。 ヨハネ黙示鉢には、すでにこうした悲 体であることの頂要性、「ピアノがも っ とも 1•1 ({ミダス王〉1930年） >Szenisches Mystcr・

式にて匝る 惨な光梨が描かれています。 まさに地獄、 '!'i 然体の 自分に合った楽岱である」ことをさと ium von cler Geburl des Herrn< 〔くすそイエ

波乱にとんだ今の時代ですが、広島の平利 楽的な表現 をすれば 「短加）」の拙）性 に対して ったのはこうした経験 をとおしてだった。ケ ス ・キ リス ト降謁型如灼I}1925年）作1111し、

記念聖常にパイプオルガン2が作 られる、と 存在するのが、天国のように純粋な 「長調」 ンプが自分の油奏は独特であるが、 「楽岱の籾 作品はドイツ各地の舞台で紹介された。〈ゴッ

知った瞬Ii¥)ほど感動したこ とはまれでした。 の閻性です。つま り、 ・偉大な教会人 ［アルペ 神」にそ ったものであることを強曲lするのも ツィ 一家〉などは、ナボ リのサ ン ・カルロ歌

バイプオルガンはよく 「楽盛の干様」と呼ば ル ト・ シュヴァ イツ ァー］ いわく「 5人目の うなずける。 ビアニス トは「やさしく」ビア ,, ,,~ ルでも 41可1-.i;iiされている。

れます。確かに 「王者」には述いあ りません 輻背史家」 ヨハン ・セパスティアン ・パッハ ノに接し、楽悩を通 して 1と1分の魂を郎らせな

が、目には兄えない「平和の王冠」をかぷつ の・rn:界です。この輻音史家の説法に人間苫餅 ければな らないが、決して「打楽悩的な効呆 ⑦ 「ピアノとピアノ演奏について」（要約）

た屯様です。先：Ill代々そうしてきたように私 は一切仙われませんが、 世界中の人が理解で を得んがために乱秘に扱 ってはならない」の チェンパロとピアノで弾かれる背がi'i1ぴな

もオルガンの前に座ると 、何か判改なものを きます。平和の銃の背を!ltlいたのち、この広 である。 いことから、近代の 「ノ ン （非） レガー ト」

感じて身が引き締 まるのもそのためです。広 邸の平和記念型幽のパイプオルガンで演奏で ロペル ト・カーン （作1111)とハインリヒ ・ 時代では、ペー トーヴェンが盛んに追求 して

,％のパイプオルガンは、特別なオルガンです。 きることを大変光栄に息っています。そして、 パル ト （ピアノ）のもとで学ぴ、 ｛炎秀な成紐 いた栂きの美しい浙奏、いわゆる 「モル ト・

19/45年まで、 瀬戸内海に而 したこく将通の一 イは仰 と祈り の芦策"Donanobis pacem" 〔（神 をおさめたケンプは、 （恩、f:jjjふた りの希望どお カンターピ レ（おおいに歌うよ うな）」 な浙奏

都市だった広1.:,のIll]は、今日、 全人類の一致 よ）平牙IIを与えたまえ）を胸に、平和のため り） 次の部1"1でメンデルスゾーンrtを受収。 が姿を泊していってしま った。現代秤楽では、

した劇いを明快に表すひとつの象徴になって に戦っている人たちの仲間入りをすることが プラームスの 〈パガニーニのテーマによ る変 ピアニス トにヴァ イオリ ンのような、 心から

います。「平和への頻い」の象徴です。）ぷぬと できて、幸せです。世界中の教会が節を鳴り 奏lilt} とペー トーヴェ ンの 〈ハンマークラヴ 「エスプレッシーヴォ（感ti','たっぷ りに）」 な

長崎に落ちた悪歩の光は、ひたすら進歩を続 牌かせて、この"paxaeterna" (氷述の平和） ィーア〉 ソナタの油奏でピアノ部l"lft、そし 表現 を求める作，',,',はきわめて少ない。そうし



たことからピアニス トには、愛するエウ リデ えしてお り、令く 話ができなかった。そこで、

ィーチェを生 きるもののIll:界へ呼ぴ戻そうと スウェーデン出身のプゾーニ大人は、チ ャー

するオルフェオのように、死に瀕した行を甦 ミングな北欧訛り の ドイ ツ話で次の辿に米る

らせ、彩 りを、ニュアンスを lりぴ'1・えてい く、 ように、と改めてふた りを招待 してくれた（も

という極めて困難な使命がりえられている。 っともこのII,¥又ケ ンプ親(-は、プゾーニ＇ぷの

ヴィルヘルム・ケンプは!'I分の,x;子たちに「オ 怪しげなエキ ゾティックな風貌の（雑いを兄て

ーケス トラの直髄 たるものを凝縮したような、 絞 き、すでに門’菜を失っていたので、 Mr.II合

もっとも煤，・.':iな楽悩」 であるピアノ の綿他を ではあった）。2度 「lの訪1::1のとき 、ふた りに

ひたす らたたくのではなく 、16小節のフ レー ドアを1111けてく れたのはプゾーニ本人だった

ズを流れるように歌 うことで、一背、 一？子の が、 ',iS:の中はtiiilnlとは打って変わって、(1知逍

はかない命を忘れさせ るように、と指祁した。 踪を忍わせる厳曲な静けさだった。プゾーニ

あとに続 くショパンのノククーンの訴炎で、 は、ケンプの面炎と作，',,',を代め称えると 1,;111s,

ケンプは、いかにして「水述の中に夕じんでい にいろいろと批判 もし、パッハのコラールが

く」行を呼び此ますのかを教えてくれる。 なぜ、バイプオルガンよ りもピアノで祈炎さ

れるほうが適‘りであるかを説明 してく れた。

らしい。リス トの,:{)(-だったハンス・フォン・ かけて、当時教会の,;J祭だったラ ・サール神

ピューローの出子、 ハイリヒ ・パルトに［：卯Jl 父の呼ぴかけでlit界中か ら集められた窃イ・1・1こ

したケンプは、 !'I分を そうしたペー トーヴェ よって再建された。聖堂には.,.,時の西 ドイツ

ン直系のビアニス トである、と 1て張している。 から送られた 4つの鈍があり、 1社113 /ul、必

リス トが師市したチ ェルニーは、ペー トーヴ しい宵を押かせている。

ェンのJげだったからである。お話は今のピ 注2 ., 頃 l記念咽喋：内にあるパイプオルガ ン

アニス トに対する励 ましの言娯で締め くくら は、 1954年に ドイツのケル ン市よりJI(りられた

れている。「'I牙IIがこのまま続けば、いつか、 もので、パイプが3600本ある。

神のおぼしめしによ り化咲 くこと ができた i-1'.' Zimbelslern (ツ ィンペルシュテル ン）

我々 とIt.Iじ1:1辺にヽ ・,:つことができるだろう 」 は、パイプオルガンのス トップの一種で、小

さな鈍や鈴で緑JI又りしたl"I転松。通常の訴炎

注＇ ！ぷ/,訂"の紐lllfカトリ ック教仝内にある にはほとんど(!I!われない装飾的な行を出す。

咆沌：。1瓜煤で破]'投され、 1950年から1954年に 訳、訳注：岡本和子

匝Fフェルッチョ・プゾーニとの出会い」（要約）
ケンプはfl伝『ツィンペルの兄の ドに』(1951

，，lこ）の中で、プゾーニとの出全いについて 、1:
いた部分を読み I・.げている。 ドイツ語で，1::か

れたIJ;l.'¥'のタ イトルは、>Unterdern Zirnbel-

stern≪ だが、オルガンのツィンペル シュテル

ゾを ドイツ話のSLern シュテルン、すなわ

ち 国 ．」にかけてつけられている。このツィ

ンペルシュテルンの評 きが生i/H、彼の1rを腐II!
れなかった。

ケンプが父とともにペル リンのプゾーニ＇ぷ

を初めて、切れたのは1912年4JIのことだった

が、ハンプルクで行われなプゾーニ最後のオ

ペラ （嫁選ぴ〉の初iii,を況うお各でごったが

胆JC私のペートーヴェン演奏について」（要約）
ケンプはここで、 i'I分の弾 くペー トーヴェ

ンは 「ペー トーヴェンではなくてケンプだj

という彼のあま りに も伽l性的な祈炎に対する

批判に答えている。ペー トーヴェンがどのよ

うに i'I分の作，',,',を弾いていたのか、また今Ill:

紀以 1iii にはどのように •,!il かれて いたのか、 そ

もそも我々は知るすぺがないのだから、とい

うのがケンプの反論である。ペー トーヴェン

の i~i奏に対 しても . ,,,, 時の批，；'I'-によれば、贅

否両溢あ り、ヨハン ・ネボム ック ・フンメル

風にフォルテが鋭すぎて、柔らかさにク＜ける、

と 彼の節炎を妹 っ ていた名• も少なくなかった
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